
外出は　明るい服装　反射材外出は　明るい服装　反射材

　「こどもと高齢者を始めとする
歩行者と自転車の交通事故防止」
「夕暮れ時の早めのライト点灯と
反射材などの着用促進」を重点目
標にした冬の県民交通安全運動
が実施され、警察、交通安全協会、
町交通指導隊などが交通安全を
呼び掛けました。下校時に反射ベストやヘルメットの

着用指導を行いました。
ドライバーにチラシや啓発品を配り、
交通安全運動を周知しました。

　無事故で新年を迎えられるよ
う認定こども園や保育園、各小学
校に「信号」をイメージした３色の
パンジーの鉢植えを贈りました。

『
反
射
ベ
ス
ト
』

『
反
射
ベ
ス
ト
』

役
場
で
販
売
中
！

役
場
で
販
売
中
！

　

購
入
は
総
務
課
庶
務
係
ま
で

激励を受け、特別警戒に出動

歳
末
夜
間
特
別
警
戒

歳
末
夜
間
特
別
警
戒
をを
実
施
実
施

冬の県民交通安全運動
12月1日～10日

甘楽中学校 役場前

１着 500円

後ろ姿も
これで安心

ライト 反射光を反射

　

町
消
防
団（
中
里
泰
明
団
長
）に

よ
る「
歳
末
夜
間
特
別
警
戒
」の
出

発
式
が
12
月
４
日
に
役
場
前
庭
で

行
わ
れ
、
各
分
団
の
代
表
者
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

町
三
役
や
町
議
会
議
員
、
区
長

会
理
事
ら
に
激
励
を
受
け
た
団
員

は
消
防
車
に
乗
車
し
、
各
地
域
へ

一
斉
に
出
発
し
ま
し
た
。

　
「
歳
末
夜
間
特
別
警
戒
」は
、
空

気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す

い
こ
の
時
期
に
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
年
末
年
始
を
過
ご
せ

る
よ
う
行
う
も
の
で
す
。

かんら保育園 めぶきの森かんら

小幡小学校

福島小学校新屋小学校

町政の動き

は
総
務
課
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日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
人
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

就
職
、
退
職
、
婚
姻
な
ど
に
よ
り
加

入
す
る
種
類
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

納
付
方
法

▼
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　

口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

定
期
的
に
納
め
ま
す
。手
間
が
か
か
ら
ず
、

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
現
金
納
付

　

納
付
書
を
使
用
し
、
金
融
機
関
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
し
ま
す
。

※
ど
ち
ら
の
納
付
方
法
も
、
一
括
で
保

険
料
を
納
め
る
と
割
引
に
な
る
前
納

割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
将
来
年
金
を
受
給
で
き
な
く

な
っ
た
り
、
受
け
取
れ
る
年
金
額
が

減
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

納
付
が
困
難
な
と
き
は

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
未
納
の

ま
ま
に
せ
ず
免
除
・
猶
予
制
度
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
に
は
…

定
額
保
険
料（
令
和
５
年
度
は
月
額

１
６
，
５
２
０
円
）に
加
え
、
付
加
保

険
料（
月
額
４
０
０
円
）を
納
め
る
と
、

老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ

さ
れ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
付
加

保
険
料
制
度
が
あ
り
ま
す
。

老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

の「
老
齢
基
礎
年
金
」の
ほ
か
、「
障
害
基

礎
年
金
」や「
遺
族
基
礎
年
金
」が
あ
り

ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
住
民
課
住
民
係
☎

（64）
８
３
１
４

■
問
い
合
わ
せ

　

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
０
５
７
０
ー
０
５
ー
１
１
６
５

　

・
高
崎
年
金
事
務
所（
代
表
）

　
　

☎
０
２
７
ー
３
２
２
ー
４
２
９
９

　

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
は

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
１
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
か
け
て「
令
和
５
年
分
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」が
送
ら

れ
ま
す
。
源
泉
徴
収
票
は
、
昨
年
中

に
支
払
わ
れ
た
年
金
額
や
年
金
か
ら

差
し
引
い
た
税
額
・
控
除
の
内
容
な

ど
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

年
金
の
ほ
か
に
収
入
が
あ
る
な
ど

の
理
由
で
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、

申
告
手
続
き
の
際
に
こ
の
源
泉
徴
収

票
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
時
の
国
民

年
金
制
度
の
手
続
き
な
ど

の
詳
細
は
こ
ち
ら
↓

遺　　族
基礎年金

障　　害
基礎年金

老　　齢
基礎年金

一家の働き手
が亡くなった
際に、配偶者
や子どもが受
け取る年金

病気やけがな
どで障がい者
になった際に
受け取る年金

65歳から生活
費の一部とし
て受け取る年
金

学生納付
特例制度

学生本人の所得が一定額以下の場合、在学期間中の保険料の
納付が猶予されます。対象は、学校教育法に規定する大学・
大学院・短期大学・高等学校・高等専門学校・専修学校・各
種学校（修業年限が１年以上の課程）などに在学する人です。

納　　付
猶予制度

学生ではない50歳未満の人で、働いていないなどの理由で生
活に余裕がない場合に、本人・配偶者それぞれの所得が一定
額以下の人は、保険料の納付が猶予されます。

免除制度
失業や災害など経済的な理由で保険料を納めることが難しい
場合、本人・配偶者・世帯主それぞれの所得が一定額以下の
人は全額もしくは保険料の一部が免除されます。

世
代
と
世
代
の

世
代
と
世
代
の

支
え
合
い
の
仲
間
へ

支
え
合
い
の
仲
間
へ

■ 免除・猶予制度

将来の
“まさか”に

今の
“まさか”に

老後の
“安心”に

源
泉
徴
収
票
が
送
ら
れ
ま
す

老
齢
年
金
受
給
者
の

皆
さ
ん
に
は
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